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認知症作業療法 活動報告（概要） 

 山形県作業療法士会では，今年度より埼玉県作業療法士会の活動を参考に，主要とする
3事業として，①認知症基礎研修事業（UD研修と認知症出前講座講師養成事業），②認知症
対応力向上研修事業（①の上位研修と認知症初期集中支援チーム普及事業），③認知症地
域支援事業（認知症フォーラムと若年性認知症者支援）を行っている． 
 他に，山形県認知症施策推進協議会への委員の派遣，RUN伴山形，認知症キャラバンメ
イト活動への協力，介護予防・日常生活支援総合事業に関わる認知症予防に資する作業活
動等の検討などを行っている． 
 
認知症基礎研修事業 

今後の展開 

認知症対応上級研修（仮称）の準備 

認知症初期集中支援チームに関する事例集などの啓発物作成 

認知症出前講座用のスライド資料の改訂，一般広報用パンフ（認知症あるあるVol.2）発行検討 
認知症の人と家族の会との協力など，公益的活動（プロボノ活動）の推進 

認知症対応力向上研修事業 

 本年度より，基礎研修事業の上位研修として認知症対応力向上研修
を11月に開催する．他職種，家族，当事者を講師に迎え実践的な内容
で対応力向上を目指している． 
 また，2013年より認知症初期集中支援チームに関する研修会事業を
開催してきたが，今年度は県内外のチームの実状や事例を収集し，事
例集などの啓発物作成へ向け取り組んでいる． 
 
認知症地域支援事業 

 認知症カフェの広報啓発と，カフェを利用する方と関連団体との交流
を目的として，認知症フォーラムを今年度は県内5ヶ所で開催する． 
 また，認知症の人と家族の会や行政，他団体からの依頼事業への
協力など，地域支援活動に携わる会員の把握を目的に，公益的活動
（プロボノ活動）報告書を作成し，会員より情報収集を行う予定である． 
 
 

 山形県住民主体の通いの場における自立支援型プログラム策定事
業にて，認知症予防メニュー（二重課題，想起，自他賞賛など）や社
会参加活動支援メニュー（活動項目･方法提示，計画･実行支援など）
を提案，検証中である． 

認知症予防事業 

   
 認知症について作業療法士として最低限必要な基礎知識の習得を目
的とし，協会UD研修会に準じた内容に，認知症出前講座講師養成研
修を組み入れて実施している． 
 今年度は県内2箇所で開催し，県士会員55名の参加があった．他職
種の参加もあった． 
 また，認知症出前講座用のスライド資料の改訂及び一般広報用パン
フ（認知症あるあるVol.2）の発行を検討している．尚，2017年度は，県
内35箇所1200名を対象に認知症出前講座を開催した． 
  
 
 


